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1． 1まじめに
　太陽光発電 シ ス テ ム で は 天 候 （日射量）に よ り発

電量が変化する 。 太陽光発電電力の 主な変動要因 で

ある気象要素 の 予測は太陽光発電電力 の 推定や他 の

発電 シ ス テ ム と連帯し た系統電力 の 安定化を図る た

め に も必 要で ある．気象庁メ ソ気象数値予報モ デル

（MSM ）の 出力結果を用 い て ，翌 日の 発電量予測 を行

うた め に は，MSM の 予測する短波放射量が地上 の 観

測値 に 比 べ て どの くらい の 誤 差 が含まれ て い る の か

を把握す る必要 がある。気象庁 で はル
ー

チ ン 的 な 日

射量予測 の 検証 は行 っ て い る もの の ，太陽光発電 シ

ス テ ム ではよ り詳 細な時間 ・空間的な予測誤差 の 検

証 が求 め られ て い る 。 そ こ で 本研究 で はMSMで 予測 さ

れ た短波放射量 に っ い て 地 上観測デー
タを用 い て ，

予測精度 の 検証 を行 っ た。

2．データ
　 気象庁 メ ソ数値予報 モ デ ル は水平解像度 5kmで あ
る （MSM5km ）。 た だ し，放射計算は計算 コ ス トを抑え

るため x ，y 方 向に 2格子ず っ 間引い て 行 われ るため，
実質的な格 子 間隔は 10km で あ る 。

　 MsM5km で は ，積

分時間は 33 時 間と し た 6 時間毎に 初期値，境界値
（03，09，15，21UTC）を変 えた計算が 1 日 4 回行 われ

て お り，本研 究 で は こ れ を解析に 用 い た 。 比 較する

地上観測データ は 気象庁各気象官署で観測され た全

天 日射 量デ
ー

タ （熱 電堆式全 天 日射 計 ；時別値）を

用い た c 解析期間は 2008年一2010年の 3年間で あ る。
こ こ で は解析領域を関東地 域に絞 っ て 紹介する。

3．　 MSM短波放射量の 比較結果
　まず観測値 ，モ デル 値ともに 関東地域 の 複数地点，
また は複数 grid で 平均値を作成 した。日積算短波放
射 量 の 観 測値 と MSMskm の 時系列 を比較す る と冬季

（図 1a，2009 年 1 月 の 例）で は，モ デル 値 は概ね観

測 値 の 変化 に 対応 し て い る が
， 日 に よっ て は ± 数

MJ／m2 程度 の 観測値か らの差も見 られ る （図 lb）。一

方 ， 夏 季 （図 2a
，
2009 年 7 月 の 例）で は ， 太 陽高度

が高くな る た め 日積算短波放射量 は 冬季よ りも増え

るが，そ の 時間変動 も大 きくな る。こ れは関東 地方

に 雲域が か か る こ とが多い た め で あ る。また，モ デ

ル 値は観 測値 よ りも小 さい 値 を取 る こ とが多 く ，
10

MJ／m2 以 上 の 過 小傾 向 の 事 例 も数 目あ る （図 2b）。冬

季は観 測値 とモ デル 値 の ば らつ きは小 さ い も の の

（図 3a，相関係数 0，85），夏季 で は 比 較的 ば ら つ き

が大 きく（図 3b，相関係数 0．65），モ デ ル 値 の 過 小

傾向 も顕著で あ る。同様 な傾向 は 他 の 年 に つ い て も

見 られ る。 また，初期値依 存性をみ るため 初期値，
境界値 を 6 時間毎に 変え た （03，09，　15，　21UTC）比較
を行 っ たが明瞭な違 い は 見 られな か っ た （図省 略）。
ほぼ快晴時の 時系列デー

タを見 ると概ね短波放 射量

は 観 測値 と整 合 して い た （図省略）。　 モ デル の 放射
過程 は 良好に働 い て い る と考 え られ る が，夏季 の 雲

域 が 広 が る時期 で は負 バ イ ア ス が 大 きくな る傾 向が

あ る。こ の 点 は今後，事例毎 に 詳細 に調 べ る 必要が

ある。講演 で は関東地域以外 の 領域を含め た解析結

果 も紹介する予定で ある 。
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図 L 　ヨ積算短 波放射量 の 時 系列の 例 （2009 年 正月 ）L （a ）地 上

気象観 測 （全天 日射 量デー
タ，● ） と MSMskm の 地 表面 下 向 き短

波 放 射 フ ラ ッ ク ス か ら求 めた 口積 算 値 （03UTC 初 期 値 を使 用，■），
（b）MSM5km の 観測値か らの 差 を示す。
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図 1 と同様 で 2009 年 7 月の 例 n
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図 3，目積 算短 波放 射量 の 散布 図。横軸 は観 測値 を示 し，縦 軸 は

モ デル 値。（a ）2009 年 1 月，（b）2009 年 7 月 の 例 を示 す、
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